『古言梯』の受容と展開 : 山田常典『増補古言梯標註』について by 兒島 靖倫
研
究
ノ
ー
ト
『古
言
梯
』
の
受
容
と
展
開
山
田
常
典
『
増
補
古
言
梯
標
註
』
に
つ
い
て
兒
島
靖
倫
令
和
元
年
十
二
月
十
日
発
行
皇
學
館
論
叢
第
五
十
二
巻
第
六
号
抜
刷
研
究
ノ
ー
ト
皇
學
館
論
叢
第
五
十
二
巻
第
六
号
令
和
元
年
十
二
月
十
日
『
古
言
梯
』
の
受
容
と
展
開
山
田
常
典
『
増
補
古
言
梯
標
註
』
に
つ
い
て
兒
島
靖
倫
□
要
旨
賀
茂
真
淵
門
下
の
楫
取
魚
彦
が
編
ん
だ
『
古
言
梯
』
は
、
魚
彦
没
後
も
修
訂
を
繰
り
返
し
て
幕
末
ま
で
広
く
流
布
し
、
い
わ
ゆ
る
歴
史
的
仮
名
遣
い
の
成
立
に
貢
献
し
た
。
そ
の
版
本
に
は
、
村
田
春
海
な
ど
の
国
学
者
の
説
が
、
欄
外
の
至
る
所
に
確
認
で
き
る
。
そ
れ
ら
は
近
世
期
に
お
け
る
語
学
的
知
見
と
し
て
の
情
報
を
有
す
る
の
で
、
近
現
代
以
前
の
日
本
語
学
史
を
考
え
る
に
際
し
て
、『
古
言
梯
』
は
看
過
で
き
な
い
資
料
と
い
え
よ
う
。
と
こ
ろ
が
、
先
行
研
究
が
取
り
上
げ
て
い
る
『
古
言
梯
』
は
、
魚
彦
自
身
の
手
に
よ
る
も
の
ば
か
り
で
あ
り
、
没
後
の
諸
本
に
つ
い
て
言
及
し
た
も
の
は
少
な
い
。
し
た
が
っ
て
、『
古
言
梯
』
の
受
容
に
関
し
て
は
、
検
討
す
る
余
地
が
あ
る
と
い
え
る
。
そ
こ
で
本
稿
は
、『
古
言
梯
』
の
諸
本
を
比
較
検
討
す
る
こ
と
に
よ
り
、
い
わ
ゆ
る
江
戸
派
の
語
彙
研
究
に
お
け
る
方
法
の
一
端
を
明
ら
か
に
し
た
い
。
具
体
的
に
は
、
山
田
常
典
が
修
訂
を
施
し
た
『
増
補
古
言
梯
標
註
』
の
形
成
過
程
に
つ
い
て
考
察
を
加
え
る
。
□
キ
ー
ワ
ー
ド
『古
言
梯
』
山
田
常
典
楫
取
魚
彦
村
田
春
海
清
水
浜
臣
小
山
田
与
清
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一
．
は
じ
め
に
い
わ
ゆ
る
歴
史
的
仮
名
遣
い
の
成
立
を
取
り
扱
う
に
お
い
て
、
楫
取
魚
彦
（
一
七
二
三
―
一
七
八
二
）
の
『
古
言
梯
』（
明
和
五
年
刊
）
を
除
外
し
て
考
え
る
こ
と
は
で
き
な
い
（
1
）。
と
い
う
の
も
、『
古
言
梯
』
は
仮
名
遣
い
の
歴
史
を
議
論
す
る
に
お
い
て
、
契
沖
（
一
六
四
〇
―
一
七
〇
一
）
の
『
和
字
正
濫
鈔
』（
元
禄
八
年
刊
）
と
共
に
、
必
ず
と
い
っ
て
よ
い
ほ
ど
取
り
上
げ
ら
れ
る
辞
書
だ
か
ら
で
あ
る
（
2
）。
そ
の
『
古
言
梯
』
に
つ
い
て
、
か
つ
て
『
言
海
』
に
お
け
る
「
も
ち
ゐ
る
」
に
見
ら
れ
る
近
世
国
学
の
影
響
を
、「
凡
例
」（
卅
四
）
に
あ
る
諸
文
献
に
即
し
て
調
査
し
た
際
に
言
及
し
た
こ
と
が
あ
る
（
3
）。
す
な
わ
ち
、『
言
海
』
の
「
凡
例
」（
卅
四
）
に
見
ら
れ
る
『
古
言
梯
』
に
焦
点
を
当
て
る
と
、
そ
こ
に
は
「
村
田
春
海
云
…
…
」
と
あ
る
が
、
こ
れ
は
『
古
言
梯
』
の
〈
初
版
本
〉〈
再
考
本
〉
以
降
の
諸
本
に
見
ら
れ
る
頭
注
で
、
書
名
は
『
古
言
梯
』
と
表
記
し
て
い
な
が
ら
、
実
際
の
引
用
は
〈
初
版
本
〉〈
再
考
本
〉
以
降
の
諸
本
の
い
ず
れ
か
で
あ
る
と
い
う
点
で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
『
古
言
梯
』
に
つ
い
て
は
、
岡
田
希
雄
（
一
九
三
七
ａ
・
一
九
三
七
ｂ
・
一
九
四
二
）
が
言
及
し
て
以
後
、
林
義
雄
（
一
九
七
九
ａ
・
一
九
七
九
ｂ
･一
九
八
一
･一
九
八
五
･一
九
八
六
･一
九
八
七
･一
九
八
九
）
や
三
澤
成
博
（
一
九
八
一
）
や
福
島
邦
道
（
一
九
九
〇
）
ら
が
、『
古
言
梯
』
の
成
立
お
よ
び
受
容
に
関
し
て
指
摘
し
て
い
る
。
一
方
で
、『
古
言
梯
』
に
収
録
さ
れ
て
い
る
語
彙
や
仮
名
に
関
し
て
は
、
永
山
勇
（
一
九
六
七
ａ
・
一
九
六
七
ｂ
）
以
降
に
見
ら
れ
な
か
っ
た
が
、
最
近
に
な
っ
て
内
田
宗
一
（
二
〇
〇
六
・
二
〇
一
〇
）
や
今
野
真
二
（
二
〇
一
六
ａ
・
二
〇
一
六
ｂ
・
二
〇
一
六
ｃ
）
が
論
じ
て
い
る
。
た
だ
、
こ
れ
ら
の
研
究
は
、『
古
言
梯
』
の
〈
初
版
本
〉
か
ら
〈
再
考
本
〉
へ
と
至
る
過
程
を
追
っ
て
は
い
る
け
れ
ど
も
、『
古
言
梯
』
が
与
え
た
周
辺
お
よ
び
後
発
の
作
品
へ
の
影
響
に
つ
い
て
は
、
ほ
と
ん
ど
言
及
さ
れ
て
い
な
い
。
こ
の
課
題
を
解
決
す
る
た
め
に
は
、『
古
言
梯
』
の
姿
を
正
確
に
把
握
す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
。
す
な
わ
ち
、
記
述
内
容
に
着
目
し
て
各
々
の
諸
本
を
比
較
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
性
格
を
理
解
す
る
必
要
が
あ
る
と
い
え
る
。
そ
こ
で
本
稿
で
は
、『
古
言
梯
』
の
諸
本
の
う
ち
、
山
田
常
典
（
一
八
〇
八
―
一
八
六
三
）
が
修
訂
し
た
『
増
補
古
言
梯
標
註
』
を
論
じ
、
『
古
言
梯
』
の
受
容
と
展
開
に
つ
い
て
述
べ
る
。
な
お
、
本
稿
で
は
便
宜
を
図
っ
て
『
増
補
古
言
梯
標
註
』
を
〈
常
典
本
〉
と
呼
ぶ
。
二
．「
常
典
本
」
の
概
要
山
田
常
典
は
、
い
わ
ゆ
る
江
戸
派
の
学
統
に
属
す
る
国
学
者
で
あ
る
（
4
）。
名
は
一
般
に
「
ツ
ネ
ノ
リ
」
と
呼
ぶ
よ
う
で
あ
る
が
、
別
称
で
「
常
介
」
と
も
「
常
助
」
と
も
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
、「
典
」
は
「
ス
ケ
」
と
も
読
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む
こ
と
を
考
慮
す
れ
ば
、「
常
典
」
で
「
ツ
ネ
ス
ケ
」
と
呼
ん
で
も
差
し
支
え
な
い
で
あ
ろ
う
（
5
）。
常
典
が
刊
行
し
た
〈
常
典
本
〉
に
つ
い
て
、
先
行
研
究
は
一
体
ど
の
よ
う
に
言
及
し
て
い
る
の
か
。〈
常
典
本
〉
に
つ
い
て
は
管
見
の
限
り
、
岡
田
希
雄
(一
九
三
七
ａ
)と
山
田
孝
雄
(一
九
二
九
)と
木
枝
増
一
(一
九
三
三
)
と
福
島
邦
道
（
一
九
九
〇
）
と
今
野
真
二
（
二
〇
一
六
ａ
）
以
外
、
ほ
と
ん
ど
触
れ
ら
れ
て
い
な
い
。
こ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
次
の
四
点
に
つ
い
て
述
べ
て
い
る
。
①
表
紙
の
見
返
し
の
「
弘
化
四
丁
未
春
發
兌
／
増
補
古
言
梯
標
注
全
／
東
都
書
肆
青
雲
堂
梓
」
か
ら
、
弘
化
四
（
一
八
四
七
）
年
に
出
版
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
（
6
）。
②
本
文
の
末
尾
の
頭
注
に
「
こ
の
人
々
の
後
み
る
／
に
し
た
が
ひ
聞
く
に
／
ま
か
せ
て
か
し
ら
に
／
も
本
文
に
も
か
き
／
そ
へ
ぬ
る
は
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
村
田
春
海
（
一
七
四
六
―
一
八
一
一
）
の
説
を
清
水
浜
臣
（
一
七
七
六
―
一
八
二
四
）
が
随
所
に
取
り
入
れ
た
『
古
言
梯
再
考
増
補
標
註
』（
文
政
三
年
刊
）
の
増
補
版
で
あ
る
こ
と
（
7
）。
③
「
附
言
」（
三
ウ
）
の
頭
注
に
「
今
所
補
凡
百
五
十
言
」
と
あ
る
の
で
、『
古
言
梯
再
考
増
補
標
註
』
か
ら
増
補
さ
れ
た
語
彙
は
約
一
五
〇
語
で
あ
る
こ
と
。
④
初
版
本
が
刊
行
さ
れ
て
以
来
、
五
十
音
図
で
「
お
」
が
ワ
行
に
「
を
」
が
ア
行
に
配
置
さ
れ
て
い
た
が
、
そ
れ
ら
の
位
置
を
修
正
し
た
こ
と
（
8
）。
以
上
が
〈
常
典
本
〉
に
お
け
る
現
時
点
で
明
確
に
な
っ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
に
基
づ
い
て
図
式
化
す
る
と
次
の
よ
う
に
な
る
。
な
お
、
以
下
で
は
便
宜
を
図
っ
て
『
古
言
梯
再
考
増
補
標
註
』
を
〈
濱
臣
本
〉
と
呼
ぶ
。
初版本
明和 5 (1768）
1681語
再考本
明和 6 (1769）
1681語
濱臣本
文政 3 (1820）
1682語
常典本
弘化 4 (1847）
1843語
先
述
し
た
よ
う
に
、
こ
れ
ま
で
の
『
古
言
梯
』
研
究
は
、〈
初
版
本
〉
か
ら
〈
再
考
本
〉
へ
と
至
る
過
程
を
追
っ
て
い
る
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
れ
ら
は
編
者
で
あ
る
魚
彦
の
手
に
な
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
従
来
の
『
古
言
梯
』
は
、「
ど
の
よ
う
に
編
纂
さ
れ
た
の
か
」
と
い
う
観
点
か
ら
研
究
さ
れ
て
き
た
観
が
あ
る
。
一
方
で
〈
濱
臣
本
〉
と
〈
常
典
本
〉
の
よ
う
に
、
編
者
で
あ
る
魚
彦
没
後
の
『
古
言
梯
』
は
、
紹
介
程
度
に
言
及
さ
れ
て
い
る
の
み
で
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
、「
魚
彦
没
後
に
『
古
言
梯
』
は
ど
の
よ
う
に
受
容
さ
れ
た
の
か
」
と
い
う
観
点
か
ら
は
、
研
究
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
こ
で
以
下
に
お
い
て
は
、
先
行
研
究
が
等
閑
視
し
て
き
た
『
古
言
梯
』
『
古
言
梯
』
の
受
容
と
展
開
（
兒
島
）
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の
受
容
と
展
開
と
い
う
観
点
か
ら
、〈
常
典
本
〉
を
見
て
ゆ
く
こ
と
に
す
る
。
具
体
的
に
は
〈
常
典
本
〉
の
頭
注
に
注
目
し
て
述
べ
る
。
三
．
村
田
春
海
の
説
に
つ
い
て
村
田
春
海
は
賀
茂
真
淵
門
下
の
国
学
者
で
、
同
門
の
加
藤
千
蔭
（
一
七
三
五
―
一
八
〇
八
）
と
共
に
江
戸
派
の
双
璧
を
な
し
、
和
歌
・
和
文
を
表
し
た
と
さ
れ
る
。
辞
書
史
上
に
お
い
て
は
、『
新
撰
字
鏡
』（
享
和
本
）
を
発
見
・
紹
介
し
た
こ
と
で
知
ら
れ
る
（
9
）。
春
海
は
仮
名
遣
い
に
関
心
が
深
く
、
著
書
に
『
仮
字
拾
要
』（
寛
政
十
年
刊
）、『
仮
字
弁
義
』（
享
和
元
年
刊
）、『
仮
字
考
証
』（
享
和
元
年
刊
）、
『
仮
字
大
意
抄
』（
文
化
四
年
刊
）
が
あ
る
。
注
目
す
べ
き
は
、
い
ず
れ
も
『
古
言
梯
』
が
関
係
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
（
10
）。
し
た
が
っ
て
、『
古
言
梯
』
を
考
え
る
に
際
し
て
、
春
海
の
仮
名
遣
い
研
究
を
看
過
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
思
わ
れ
る
。
ま
し
て
や
〈
常
典
本
〉
は
、
春
海
の
説
を
随
所
に
取
り
入
れ
た
〈
濱
臣
本
〉
が
原
本
で
あ
る
か
ら
、
こ
れ
に
つ
い
て
検
討
す
る
。
さ
て
、
春
海
の
説
は
拙
稿
（
二
〇
一
八
）
で
も
指
摘
し
た
よ
う
に
、
頭
注
に
「
春
云
」
と
あ
る
も
の
が
該
当
す
る
（
11
）。
こ
れ
が
〈
常
典
本
〉
に
四
十
七
条
あ
る
（
表
1
）。
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表１：「春云」の対象語
1
あ
へ
ぎ
（
二
オ
）
2
あ
ゆ
ち
（
二
ウ
）
3
あ
ゑ
か
（
二
ウ
）
4
あ
ひ
お
い
（
二
ウ
）
5
あ
な
ゝ
ひ
（
三
オ
）
6
い
そ
（
四
ウ
）
7
い
ひ
の
（
七
オ
）
8
い
そ
し
き
（
八
オ
）
9
い
ぶ
か
る
（
八
ウ
）
10
い
ら
つ
め
（
九
オ
）
11
う
ま
・
う
め
（
十
ウ
）
12
う
べ
（
十
ウ
）
13
う
づ
く
ま
る
（
十
二
オ
）
14
お
よ
な
（
十
四
ウ
）
15
お
よ
び
（
十
五
オ
）
16
お
む
な
か
づ
ら
（
十
九
ウ
）
17
か
づ
く
（
二
十
一
ウ
）
18
か
を
る
（
二
十
一
ウ
）
19
か
く
の
あ
わ
（
二
十
四
オ
）
20
き
（
二
十
四
ウ
）
21
く
も
ゐ
（
二
十
六
オ
）
22
こ
は
し
（
二
十
八
ウ
）
23
こ
ほ
ろ
ぎ
（
二
十
九
オ
）
24
し
づ
（
三
十
二
オ
）
25
し
ひ
る
（
三
十
二
オ
）
26
す
な
ほ
（
三
十
三
ウ
）
27
そ
ほ
づ
（
三
十
五
オ
）
28
た
い
ま
つ
（
三
十
六
ウ
）
29
と
の
い
（
四
十
一
オ
）
30
と
ほ
つ
あ
ふ
み
（
四
十
一
ウ
）
31
な
づ
（
四
十
二
オ
）
32
ぬ
（
四
十
四
ウ
）
33
ね
ぢ
け
び
と
（
四
十
五
オ
）
34
ひ
じ
り
（
四
十
八
ウ
）
35
ひ
ゝ
な
（
四
十
八
ウ
）
36
ひ
と
し
ほ
（
四
十
九
オ
）
37
ま
な
こ
ゐ
（
五
十
二
ウ
）
38
み
さ
を
（
五
十
三
ウ
）
39
む
じ
な
（
五
十
五
オ
）
40
も
ち
ゐ
（
五
十
六
オ
）
41
や
む
を
・
や
む
め
（
五
十
七
オ
）
42
や
を
ら
（
五
十
七
ウ
）
43
よ
ほ
ろ
（
五
十
九
ウ
）
44
ゑ
ら
ぎ
（
六
十
三
ウ
）
45
を
（
六
十
四
オ
）
46
を
ふ
と
（
六
十
四
ウ
）
47
を
か
し
（
六
十
五
オ
）
三
・
一
．
春
海
の
補
足
に
つ
い
て
ま
ず
「
あ
ゆ
ち
」（
二
ウ
）
と
い
う
語
に
関
し
て
、
本
文
と
頭
注
を
見
て
み
る
。
〔
本
文
〕
尾
張
郡
也
。
紀
吾
湯
市
ア
ユ
チ
紀
年
魚
市
ア
ユ
チ
と
有
。
和
阿
伊
知
、
こ
れ
ら
の
い
は
平
言
ツ
ネ
コ
ト
也
。
愛
智
〔
頭
注
〕
春
云
、
由
と
以
と
通
ず
る
よ
り
轉
じ
た
る
也
。
「
あ
ゆ
ち
」
は
今
の
「
あ
い
ち
」
の
こ
と
で
あ
る
。
春
海
は
「
由
と
以
と
通
ず
る
」
と
述
べ
る
が
、
こ
れ
は
い
わ
ゆ
る
五
音
相
通
に
基
づ
い
て
、
「
ゆ
」
と
「
い
」
が
転
化
し
た
こ
と
を
説
明
し
て
い
る
。
こ
れ
は
本
文
に
な
い
説
明
で
、「
こ
れ
ら
の
い
は
平
言
也
」
と
い
う
説
明
を
補
強
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
こ
の
よ
う
な
例
は
、
他
に
「
あ
ゑ
か
」「
あ
ひ
お
い
」「
あ
な
ゝ
ひ
」「
い
そ
」「
う
ま
」「
う
べ
」「
お
む
な
か
づ
ら
」「
か
づ
く
」「
か
く
の
あ
わ
」「
き
」「
く
も
ゐ
」「
こ
ほ
ろ
ぎ
」「
す
な
ほ
」「
ひ
じ
り
」「
ひ
ゝ
な
」「
み
さ
を
」「
も
ち
ゐ
」「
よ
ほ
ろ
」「
ゑ
ら
ぎ
」「
を
ふ
と
」「
を
か
し
」
が
該
当
し
（
12
）、
全
部
で
二
十
二
条
あ
る
。
三
・
二
．
春
海
の
訂
正
に
つ
い
て
次
に
「
い
ひ
の
」（
七
オ
）
と
い
う
語
の
本
文
と
頭
注
を
見
て
み
る
。
〔
本
文
〕
安
藝
郷
也
。
和
伊
比
乃
入
農
農
、
古
は
奴
の
假
字
也
。
乃
に
用
る
は
後
の
訛
。
〔
頭
注
〕
春
云
、
農
と
乃
の
假
字
に
用
る
は
通
音
也
。
後
の
こ
と
な
れ
ど
訛
に
は
あ
ら
ず
。
本
文
に
「
農
、
古
は
奴
の
假
字
也
。
乃
に
用
る
は
後
の
訛
」
と
あ
っ
て
、
そ
れ
を
春
海
は
「
農
と
乃
の
假
字
に
用
る
は
通
音
」
で
あ
っ
て
「
訛
に
は
あ
ら
ず
」
と
訂
正
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
例
は
、
他
に
「
い
そ
し
き
」「
い
ぶ
か
る
」「
い
ら
つ
め
」「
う
づ
く
ま
る
」「
お
よ
な
」「
お
よ
び
」「
か
を
る
」「
こ
は
し
」「
し
づ
」「
し
ひ
る
」「
そ
ほ
づ
」「
た
い
ま
つ
」「
と
の
い
」「
と
ほ
つ
あ
ふ
み
」「
な
づ
」「
ぬ
」「
ね
ぢ
け
び
と
」「
ひ
と
し
ほ
」「
ま
な
こ
ゐ
」「
む
じ
な
」「
や
む
を
」「
や
を
ら
」「
を
」
が
該
当
し
、
全
部
で
二
十
五
条
あ
る
。
四
．
清
水
浜
臣
の
説
に
つ
い
て
清
水
浜
臣
は
春
海
門
下
の
国
学
者
で
、
真
淵
の
孫
弟
子
に
あ
た
り
、
常
典
の
師
匠
で
も
あ
る
。
古
典
の
考
証
を
行
う
と
共
に
江
戸
の
歌
壇
に
重
き
を
な
し
た
ほ
か
、
真
淵
一
門
の
人
々
の
著
作
を
編
集
出
版
す
る
な
ど
、
江
戸
派
の
学
統
を
伝
え
た
と
い
う
。
浜
臣
の
説
は
頭
注
に
「
濱
云
」
と
あ
る
も
の
が
該
当
す
る
。
こ
れ
が
〈
常
典
本
〉
に
十
四
条
あ
る
（
表
2
）。
そ
の
内
訳
は
、
①
補
足
し
た
も
の
が
八
条
、
②
訂
正
し
た
も
の
が
六
条
で
あ
る
。
『
古
言
梯
』
の
受
容
と
展
開
（
兒
島
）
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四
・
一
．
浜
臣
の
補
足
に
つ
い
て
た
と
え
ば
「
お
ご
り
」（
十
五
ウ
）
の
場
合
は
、
〔
本
文
〕
大
ぼ
こ
り
の
意
な
る
べ
し
。
奢
〔
頭
注
〕
濱
云
、
古
本
今
昔
物
語
巻
廿
二
一丁
誇ホコ
り
た
る
心
に
て
又
誇ホコ
り
の
餘
云
々
。
と
あ
る
の
で
、
①
「
補
足
し
た
も
の
」
に
該
当
す
る
。
本
文
に
「
大
ぼ
こ
り
の
意
な
る
べ
し
」
と
あ
る
の
で
、
典
拠
を
出
し
て
説
を
補
強
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
例
は
、
他
に
「
あ
へ
ぎ
」「
あ
な
ゝ
ひ
」「
う
づ
く
ま
る
」「
む
べ
」「
わ
ざ
を
ぎ
」「
ゐ
ざ
り
」「
を
か
し
」
が
該
当
す
る
。
そ
の
中
に
は
、
春
海
の
説
を
補
足
し
た
も
の
も
あ
る
。
た
と
え
ば
「
う
づ
く
ま
る
」（
十
二
オ
）
と
い
う
語
を
対
象
と
し
た
も
の
を
見
る
と
、
〔
本
文
〕
宇
豆
は
紀
禹
豆
麻
佐
祝
宇
豆
乃
幣
帛
な
ど
云
宇
豆
に
同
。
古
今
本
に
宇
須
受
麻
里
と
あ
る
は
誤
字
也
。
蹲
〔
頭
注
〕
濱
云
、
う
づ
く
ま
る
の
證
た
し
か
な
ら
ず
。
宇
豆
麻
佐
宇
豆
の
幣
帛
は
證
と
な
し
が
た
か
ら
ん
。
お
の
れ
は
古
事
記
に
し
た
が
ひ
て
宇
須
受
麻
里
と
か
ゝ
ま
く
お
ぼ
ゆ
。
外
に
も
證
あ
る
べ
し
。
春
云
、
宇
須
受
麻
里
は
誤
字
に
あ
ら
ず
。
須
と
豆
と
通
ず
る
事
古
言
に
例
多
し
。
と
あ
る
。
つ
ま
り
、
春
海
が
「
宇
須
受
麻
里
は
誤
字
に
あ
ら
ず
」
と
述
べ
た
こ
と
に
対
し
、
浜
臣
は
『
古
事
記
』
を
典
拠
に
「
宇
須
受
麻
里
」
が
誤
字
で
な
い
こ
と
を
補
強
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
例
は
、
他
に
「
む
べ
」「
わ
ざ
を
ぎ
」「
ゐ
ざ
り
」
が
該
当
し
、
全
部
で
四
条
あ
る
。
四
・
二
．
浜
臣
の
訂
正
に
つ
い
て
た
と
え
ば
「
ゐ
ち
ご
ま
め
」（
六
十
二
ウ
）
の
場
合
は
、
〔
本
文
〕
豆
也
。
和
爲
知
古
末
米
。
珂
孚
豆
〔
頭
注
〕
濱
云
、
和
名
抄
に
よ
り
て
載
た
れ
ど
、
こ
は
誤
也
。
畧
本
和
名
抄
に
伊
知
古
万
米
と
有
を
よ
し
と
す
べ
し
。
覆
盆
子
に
似
た
る
よ
り
名
づ
け
し
也
。
こ
れ
の
み
な
ら
ず
、
印
本
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表2：「濱云」の
対象語
1
あ
へ
ぎ
（
二
オ
）
2
あ
な
ゝ
ひ
（
三
オ
）
3
う
づ
く
ま
る
（
十
二
オ
）
4
お
ご
り
（
十
五
ウ
）
5
か
い
（
二
十
ウ
）
6
た
ふ
げ
（
三
十
六
オ
）
7
ね
ぶ
る
（
四
十
五
オ
）
8
む
べ
（
五
十
五
オ
）
9
わ
ざ
を
ぎ
（
六
十
一
ウ
）
10
ゐ
ざ
り
（
六
十
二
ウ
）
11
ゐ
ち
ご
ま
め
（
六
十
二
ウ
）
12
ゑ
の
こ
（
六
十
三
オ
）
13
を
か
す
（
六
十
五
オ
）
14
を
か
し
（
六
十
五
オ
）
和
名
抄
に
誤
字
多
し
。
心
し
て
み
る
べ
し
。
さ
て
、
此
語
は
こ
ゝ
を
ば
削
て
以
部
に
い
ち
こ
ま
め
と
て
出
す
べ
し
。
と
あ
る
の
で
、
②
「
訂
正
し
た
も
の
」
に
該
当
す
る
。
つ
ま
り
、
見
出
し
語
と
し
た
「
ゐ
ち
ご
ま
め
」
は
間
違
い
で
、「
い
ち
ご
ま
め
」
が
正
し
い
と
い
う
の
で
あ
る
。
そ
の
根
拠
と
し
て
、
浜
臣
は
「
覆
盆
子
に
似
た
る
」
と
述
べ
る
が
、
以
部
に
は
「
い
ち
ご
」（
五
ウ
）
が
立
項
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
例
は
、
他
に
「
か
い
」「
た
ふ
げ
」「
ね
ぶ
る
」「
ゑ
の
こ
」「
を
か
す
」
が
該
当
し
、
全
部
で
六
条
あ
る
。
ち
な
み
に
、
春
海
の
説
を
訂
正
し
た
も
の
は
一
つ
も
な
い
。
五
．
小
山
田
与
清
の
説
に
つ
い
て
岡
田
希
雄
（
一
九
三
七
ａ
）
は
〈
常
典
本
〉
に
つ
い
て
、
常
典
以
外
の
説
に
「
田
中
道
麿
云
」
三
オ
「
宣
長
云
」
五
四
ウ
六
四
ウ
「
本
居
氏
」
六
五
ウ
「
屋
代
弘
賢
云
」
四
六
オ
「
與
云
」
十
五
條
の
如
き
が
あ
る
」（
三
十
頁
）
こ
と
に
触
れ
て
お
り
、
と
り
わ
け
「
與
云
」
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
述
べ
る
（
同
頁
）。
與
某
或
ひ
は
何
與
で
あ
る
か
も
知
れ
な
い
が
と
云
ふ
や
う
な
學
者
と
云
ふ
と
、
先
づ
高
田
與
清
を
思
ひ
出
す
の
が
普
通
で
あ
る
上
に
、
與
清
は
増
補
標
註
本
の
春
海
の
門
人
と
し
て
濱
臣
と
同
門
で
あ
り
、
江
戸
の
假
字
遣
派
を
代
表
す
る
春
海
門
の
學
者
で
あ
り
、
假
字
遣
の
方
に
縁
故
が
無
い
と
も
云
へ
な
い
人
で
あ
る
事
を
思
ふ
と
、
此
の
「
與
」
は
與
清
の
事
で
あ
る
と
見
て
可
い
か
と
想
像
す
る
。
こ
こ
に
い
う
「
高
田
與
清
」
が
小
山
田
与
清
（
一
七
八
三
―
一
八
四
七
）
の
こ
と
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
常
典
と
同
じ
学
統
に
属
す
る
。
さ
て
、
そ
の
「
与
云
」
の
注
で
あ
る
が
、
岡
田
希
雄
（
一
九
三
七
ａ
）
が
指
摘
す
る
よ
う
に
十
五
条
あ
る
（
表
3
)
（
13
）。
が
、
こ
の
頭
注
そ
れ
自
体
に
つ
い
て
、
岡
田
希
雄
（
一
九
三
七
ａ
）
は
一
切
言
及
し
て
い
な
い
。
そ
の
内
訳
は
、
①
春
海
・
浜
臣
等
の
説
を
補
足
・
訂
正
し
た
も
の
が
四
条
、
②
単
に
出
典
の
み
挙
げ
た
も
の
が
五
条
、
③
出
典
を
挙
げ
な
が
ら
説
明
を
施
し
た
も
の
が
六
条
で
あ
る
。
『
古
言
梯
』
の
受
容
と
展
開
（
兒
島
）
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表3：「与云」の
対象語
1
あ
が
ふ
（
二
オ
）
2
あ
ち
き
な
し
（
三
ウ
）
3
い
ら
す
（
五
ウ
）
4
い
そ
し
き
（
八
オ
）
5
い
さ
か
ひ
（
八
ウ
）
6
い
な
お
ふ
せ
ど
り
（
十
オ
）
7
う
ま
は
す
（
十
一
ウ
）
8
う
る
は
し
（
十
一
ウ
）
9
お
よ
び
（
十
五
オ
）
10
た
ふ
げ
（
三
十
六
オ
）
11
た
ふ
と
し
（
三
十
七
オ
）
12
と
じ
（
四
十
ウ
）
13
は
（
四
十
六
オ
）
14
も
（
五
十
六
オ
）
15
も
む
の
ふ
（
五
十
六
ウ
）
五
・
一
．
春
海
・
浜
臣
等
の
説
の
補
足
・
訂
正
に
つ
い
て
た
と
え
ば
「
い
そ
し
き
」（
八
オ
）
の
場
合
は
、
〔
本
文
〕
和
伊
蘇
思
続
紀
文
徳
実
録
同
い
さ
ほ
し
も
佐
保
の
約
曽
に
て
同
。
功
勲
〔
頭
注
〕
春
云
、
類
聚
国
史
伊
佐
乎
之
久
日
本
紀
竟
宴
哥
伊
佐
袁
志
久
又
夷
装
嗚
と
の
み
も
あ
り
。
後
世
い
さ
を
し
と
い
ひ
て
體
語
と
す
る
は
誤
也
。
し○
は
は
た
ら
か
し
云
辞
に
て
伊
佐
乎
と
い
ふ
ぞ
本
語
な
る
。
与
云
、
竟
宴
哥
に
夷
装
嗚
と
有
は
勲
功
の
意
に
非
ず
。
勇
雄
の
義
也
。
是
、
本
語
に
て
勲
功
の
事
に
も
勇
雄
イ
サ
ヲ
し
共
勇
雄
し
く
共
い
ひ
約
て
イ
ソ
シ
イ
ソ
シ
ク
な
ど
も
い
へ
り
。
さ
れ
ば
功
字
の
心
を
イ
サ
ヲ
と
は
云
べ
か
ら
ず
。
イ
サ
ヲ
シ
ク
イ
ソ
シ
ク
イ
ソ
シ
な
ど
云
べ
し
。
続
日
本
紀
に
勤
臣
を
イ
ソ
シ
ノ
オ
ミ
と
い
へ
る
こ
と
も
有
。
イ
サ
ヲ
と
い
へ
ば
必
勇
雄
の
心
也
。
イ
サ
ヲ
シ
ク
は
勇
雄
ら
し
く
也
。
○
宇
津
保
物
語
俊
蔭
巻
に
云
、
い
た
ゞ
き
天
に
つ
き
て
さ
か
し
き
山
は
る
か
に
み
ゆ
。
と
し
か
げ
い
さ
を
し
き
心
は
や
き
あ
し
を
出
し
て
行
に
云
々
。
是
勇
雄
ら
し
き
心
を
出
し
た
る
也
。
い
か
で
か
勲
功
ら
し
き
心
を
出
し
た
り
と
せ
ん
。
と
あ
る
の
で
、
①
「
春
海
・
浜
臣
等
の
説
を
補
足
・
訂
正
し
た
も
の
」
に
該
当
す
る
。
春
海
が
『
日
本
紀
竟
宴
哥
』
の
「
夷
装
嗚
」
を
引
い
て
い
る
こ
と
に
対
し
、
与
清
は
「
勲
功
の
意
」
は
な
い
と
し
て
、『
続
日
本
紀
』
な
ど
の
他
の
文
献
か
ら
「
い
そ
し
き
」
の
例
を
挙
げ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
例
は
、
他
に
「
お
よ
び
」「
た
ふ
げ
」「
は
」
が
該
当
す
る
。
五
・
二
．
出
典
の
み
の
注
に
つ
い
て
た
と
え
ば
「
あ
が
ふ
」（
二
オ
）
の
場
合
は
、
〔
本
文
〕
和
安
賀
布
字
同
贖
〔
頭
注
〕
与
云
、
贖
霊
異
記
阿
加
女
弖
と
あ
る
の
で
、
②
「
単
に
出
典
の
み
挙
げ
た
も
の
」
に
該
当
す
る
。
こ
れ
は
『
日
本
霊
異
記
』
に
「
阿
加
女
弖
」
と
い
う
表
記
が
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
本
文
に
挙
げ
ら
れ
て
い
る
『
和
名
類
聚
抄
』
と
『
新
撰
字
鏡
』
以
外
の
文
献
に
、「
あ
が
ふ
」
の
用
例
が
あ
る
こ
と
を
補
足
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
換
言
す
れ
ば
、
出
典
の
増
補
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
例
は
、
他
に
「
あ
ち
き
な
し
」「
い
な
お
ふ
せ
ど
り
」「
う
る
は
し
」「
た
ふ
と
し
」
が
該
当
す
る
。
五
・
三
．
出
典
を
挙
げ
な
が
ら
説
明
を
施
し
た
注
に
つ
い
て
た
と
え
ば
「
い
さ
か
ひ
」（
八
ウ
）
の
場
合
は
、
〔
本
文
〕
紀
伊
須
呂
許
比
と
あ
り
。
呂
と
良
通
須
良
の
約
佐
也
。
加
と
許
又
か
よ
ふ
。
諍
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〔
頭
注
〕
与
云
、
俊
頼
口
伝
廿
五
段
に
う
ら
な
く
て
い
そ
に
み
る
め
は
か
り
も
せ
よ
い
さ
か
ひ
を
さ
へ
ひ
ろ
ふ
べ
し
や
は
と
云
哥
有
。
こ
は
貝
を
ひ
ろ
ふ
と
そ
へ
た
り
。
い
さ
は
否
の
義
也
。
清
て
よ
む
べ
し
。
と
あ
る
の
で
、
③
「
出
典
を
挙
げ
な
が
ら
説
明
を
施
し
た
も
の
」
に
該
当
す
る
。「
俊
頼
口
伝
」
は
一
般
に
『
俊
頼
髄
脳
』
と
呼
ば
れ
る
歌
学
書
で
、
そ
れ
を
典
拠
に
し
て
説
明
を
加
え
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
例
は
、
他
に
「
い
ら
す
」「
う
ま
は
す
」「
と
じ
」「
も
」「
も
む
の
ふ
」
が
該
当
す
る
。
以
上
の
検
討
か
ら
、
与
清
の
注
は
必
ず
出
典
を
伴
っ
て
い
る
（
14
）。
与
清
は
生
前
、
自
分
の
著
作
に
孫
引
き
が
な
い
こ
と
を
何
よ
り
も
自
慢
し
て
い
た
と
い
う
（
15
）。〈
常
典
本
〉
に
見
ら
れ
る
頭
注
の
内
容
は
、
与
清
の
古
典
研
究
に
対
す
る
厳
格
な
姿
勢
の
表
れ
と
い
え
る
と
考
え
ら
れ
る
。
六
．
山
田
常
典
の
説
に
つ
い
て
こ
こ
ま
で
〈
常
典
本
〉
に
お
け
る
頭
注
の
種
類
に
つ
い
て
、
春
海
・
浜
臣
・
与
清
の
三
人
を
取
り
上
げ
て
検
討
し
て
来
た
が
、
当
然
な
が
ら
常
典
自
身
の
説
も
存
す
る
。
頭
注
に
「
典
云
」
と
あ
る
も
の
で
あ
る
が
、
先
述
の
三
人
に
比
し
て
十
一
条
し
か
な
い
（
表
4
（
16
））。
し
か
し
、
当
時
の
国
語
学
的
知
見
と
し
て
看
過
で
き
な
い
情
報
を
有
す
る
と
考
え
ら
れ
る
。
六
・
一
．
常
典
の
補
足
に
つ
い
て
ま
ず
「
い
る
」（
五
オ
）
と
い
う
語
で
あ
る
が
、
〔
本
文
〕
和
鎔
伊
加
太
鑄
レ
鐵
ヲ
形
也
。
鑄
〔
頭
注
〕
典
云
、
赤
染
集
三
あ
る
寺
に
か
ね
○
○
い
し
が
い
み
じ
う
お
そ
ろ
し
げ
に
見
え
し
を
後
の
世
を
か
ね
○
○
て
み
る
こ
そ
か
な
し
け
れ
か
ゝ
る
ほ
の
ほ
に
い
る
に
や
有
ら
ん
。
是
は
入
に
鑄
を
添
た
り
。
と
あ
る
。「
赤
染
集
」
は
一
般
に
『
赤
染
衛
門
集
』
と
呼
ば
れ
る
家
集
の
こ
と
で
、
そ
の
一
首
を
引
用
し
て
補
足
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
例
は
、
他
に
「
い
な
む
」「
お
に
」「
か
の
え
」「
ね
ず
み
」
が
該
当
し
、
全
部
で
五
条
あ
る
。
『
古
言
梯
』
の
受
容
と
展
開
（
兒
島
）
―69―
表4：「典云」の
対象語
1
い
る
（
五
オ
）
2
い
な
む
（
六
ウ
）
3
い
な
お
ふ
せ
ど
り
（
十
オ
）
4
お
に
（
十
四
オ
）
5
お
し
ね
（
十
六
オ
）
6
か
ひ
（
二
十
ウ
）
7
か
の
え
（
二
十
二
オ
）
8
こ
ひ
（
二
十
八
オ
）
9
な
に
し
お
ふ
（
四
十
三
オ
）
10
に
ふ
（
四
十
三
ウ
）
11
ね
ず
み
（
四
十
五
オ
）
六
・
二
．
常
典
の
訂
正
に
つ
い
て
た
と
え
ば
「
か
ひ
」（
廿
ウ
）
に
つ
い
て
、
〔
本
文
〕
物
と
物
を
易
也
。
新
万
加
比
の
辞
に
借
用
字
加
布
買
〔
頭
注
〕
典
云
、
買
易
語
の
本
は
一
つ
意
な
る
べ
け
れ
ど
も
、
買
は
か
は
ん
か
ひ
か
ふ
と
活
用
し
、
易
は
か
へ
ん
か
へ
か
ふ
か
ふ
る
か
ふ
れ
か
は
ら
ひ
か
は
ら
ふ
な
ど
活
用
す
。
三
言
か
は
る
の
条
合
せ
こ
ゝ
ろ
う
べ
し
。
と
あ
る
。
今
日
の
用
語
で
い
え
ば
、「
買
ふ
」
は
四
段
活
用
で
あ
り
、「
易
ふ
」
は
下
二
段
活
用
で
あ
る
。
本
文
の
「
物
と
物
を
易
也
」
は
〈
初
版
本
〉
以
来
、
全
く
手
が
加
え
ら
れ
て
い
な
い
説
明
で
、
現
代
に
お
い
て
も
「
買
ふ
」
と
「
易
ふ
」
は
同
語
と
し
て
扱
っ
て
い
る
が
、
常
典
は
活
用
に
相
違
が
あ
る
こ
と
か
ら
別
語
と
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
ち
な
み
に
、
頭
注
の
末
尾
の
「
三
言
か
は
る
の
条
」
に
は
、
見
出
し
に
「
か
は
る
か
ふ
る
か
へ
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
活
用
の
補
助
的
説
明
と
し
て
挙
げ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
れ
と
類
似
し
た
も
の
と
し
て
は
、「
こ
ひ
」（
恋
、
廿
八
オ
）
と
「
こ
ひ
」（
乞
、
同
）
が
あ
る
。
前
者
の
語
彙
は
、
人
を
慕
シ
タ
フ
也
。
古
古
斐
紀
万
同
戀
と
あ
り
、
後
者
の
語
彙
は
、
物
を
求
也
。
祝
乞
比
乞
と
あ
っ
て
、
各
々
に
共
通
す
る
頭
注
と
し
て
常
典
は
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。
典
云
、
恋
は
こ
ひ
ん
こ
ひ
こ
ふ
こ
ふ
る
と
活
用
し
、
乞
は
こ
は
ん
こ
ひ
こ
ふ
と
活
用
す
る
也
。
す
な
わ
ち
、「
恋
ふ
」
は
上
二
段
活
用
で
あ
り
、「
乞
ふ
」
は
四
段
活
用
で
あ
る
。
各
々
の
見
出
し
を
確
認
す
る
と
、「
こ
ひ
」（
恋
）
は
「
こ
ひ
こ
ふ
こ
ふ
る
」
と
あ
り
、「
こ
ひ
」（
乞
）
は
「
こ
ひ
こ
ふ
こ
へ
る
」
と
あ
る
。
こ
れ
ら
も
〈
初
版
本
〉
以
来
、
全
く
手
が
加
え
ら
れ
て
い
な
い
が
、
常
典
は
頭
注
に
て
訂
正
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
常
典
が
修
正
し
た
の
は
「
乞
ふ
」
の
み
で
あ
る
が
、
前
述
の
「
買
ふ
」
と
「
易
ふ
」
と
同
様
、
活
用
の
相
違
に
つ
い
て
述
べ
て
い
る
。
さ
て
、
こ
れ
ら
の
他
は
「
い
な
お
ほ
せ
ど
り
」「
お
し
ね
」「
な
に
し
お
ふ
」「
に
ふ
」
が
該
当
し
、
全
部
で
六
条
あ
る
が
、
活
用
に
つ
い
て
の
見
解
を
述
べ
た
も
の
は
、
右
に
挙
げ
た
三
語
の
頭
注
の
み
で
あ
る
。
し
か
し
、
活
用
の
相
違
に
つ
い
て
述
べ
る
頭
注
は
、
春
海
も
浜
臣
も
与
清
も
な
い
。
こ
の
こ
と
を
考
慮
す
れ
ば
、
従
来
の
『
古
言
梯
』
に
な
か
っ
た
文
法
に
関
す
る
説
明
が
、
常
典
に
よ
っ
て
追
加
さ
れ
た
こ
と
に
な
る
。
七
．
お
わ
り
に
以
上
の
検
討
か
ら
、〈
常
典
本
〉
は
江
戸
派
に
お
け
る
語
彙
研
究
の
集
大
成
と
も
い
う
べ
き
辞
書
体
資
料
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
江
戸
派
の
国
学
者
の
説
を
受
容
し
つ
つ
、
初
版
本
の
刊
行
か
ら
約
八
〇
年
の
歳
月
を
経
て
展
開
し
、『
古
言
梯
』
は
完
成
形
と
も
い
え
る
も
の
に
な
っ
た
わ
け
で
あ
―70―
る
。
そ
の
よ
う
な
意
味
に
お
い
て
、
た
と
え
ば
白
石
良
夫
（
二
〇
〇
八
）
の
「
こ
の
弘
化
版
は
、
版
を
彫
り
替
え
た
と
い
っ
て
も
、
改
訂
増
補
の
部
分
は
や
は
り
欄
外
に
あ
り
、
魚
彦
説
は
の
こ
り
、
内
容
は
文
政
版
と
お
な
じ
で
あ
る
」（
九
四
頁
）
と
い
う
指
摘
は
、
早
計
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
で
あ
ろ
う
。
と
こ
ろ
で
、
今
回
は
『
古
言
梯
』
の
受
容
史
に
関
す
る
一
つ
の
考
察
で
あ
る
が
、
た
と
え
ば
小
山
田
与
清
の
説
に
関
し
て
、
多
少
の
問
題
が
あ
る
。
そ
も
そ
も
「
与
云
」
の
注
は
、
ど
れ
も
〈
濱
臣
本
〉
に
な
い
も
の
で
あ
る
か
ら
、
常
典
が
増
補
す
る
に
あ
た
り
、
与
清
の
本
を
参
照
し
た
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
。
岡
田
希
雄
（
一
九
三
七
ａ
）
は
「
紀
淑
雄
氏
の
「
小
山
田
與
清
」
を
見
る
と
、
假
字
遣
關
係
の
書
の
あ
つ
た
事
は
説
い
て
居
な
い
が
「
古
言
補
正
」
を
錄
し
て
居
る
。
或
ひ
は
「
古
言
梯
補
正
」
と
云
ふ
や
う
な
書
が
誤
記
せ
ら
れ
て
居
る
の
で
は
あ
る
ま
い
か
」（
三
十
頁
）
と
推
測
し
て
い
る
。
こ
れ
は
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。
【
注
】
（
1
）『
古
言
梯
』
の
刊
行
年
に
つ
い
て
は
、
一
般
に
「
明
和
二
年
」
と
さ
れ
て
い
る
。
赤
堀
又
次
郎
（
一
九
〇
二
）
な
ど
に
そ
の
旨
の
記
述
が
確
認
で
き
る
が
、
伊
藤
慎
吾
（
一
九
二
八
）
は
刊
行
年
を
「
明
和
八
年
」
と
断
言
し
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
て
岡
田
希
雄
（
一
九
四
二
）
は
、
賀
茂
真
淵
の
書
簡
に
見
え
る
『
古
言
梯
』
に
関
係
す
る
記
事
を
根
拠
に
、
刊
行
年
を
「
明
和
五
年
十
二
月
頃
か
、
又
は
翌
六
年
正
月
の
開
版
完
成
で
あ
ら
う
」（
二
六
頁
）
と
推
定
し
た
。
こ
れ
を
踏
ま
え
て
林
義
雄
（
一
九
七
九
ａ
）
は
、
①
明
和
五
年
九
月
二
十
七
日
に
古
言
梯
の
売
出
し
が
許
可
さ
れ
た
時
点
で
す
で
に
板
木
は
完
成
し
て
い
た
と
思
わ
れ
る
こ
と
、
②
明
和
五
年
十
一
月
十
七
日
に
古
言
梯
竟
宴
が
行
わ
れ
た
時
の
竟
宴
歌
に
版
木
出
来
を
思
わ
せ
る
も
の
が
あ
る
こ
と
、
を
根
拠
に
「
古
言
梯
は
真
淵
の
指
導
を
受
け
て
成
立
し
、
明
和
五
年
十
一
月
頃
に
開
版
さ
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
」（
七
九
七
頁
）
と
し
、「
明
和
元
年
八
月
に
成
立
し
た
本
書
の
刊
行
が
遅
れ
た
の
は
、
著
者
が
当
時
発
見
さ
れ
た
新
撰
字
鏡
な
ど
の
新
資
料
の
存
在
を
知
っ
て
、
成
稿
後
さ
ら
に
項
目
や
証
例
の
増
補
を
行
っ
た
こ
と
に
よ
る
の
で
あ
ろ
う
」（
同
頁
）
と
し
た
。
本
稿
は
以
上
の
点
を
踏
ま
え
て
、
刊
行
年
を
「
明
和
五
年
」
と
す
る
。
細
か
な
点
は
今
後
の
研
究
を
俟
た
ね
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。
（
2
）
た
と
え
ば
、
山
田
孝
雄
（
一
九
二
九
）
や
木
枝
増
一
（
一
九
三
三
）
や
白
石
良
夫
（
二
〇
〇
八
）
な
ど
が
あ
る
。
い
ず
れ
も
「
歴
史
的
仮
名
遣
の
確
立
に
貢
献
し
た
」
と
い
う
部
分
が
強
調
さ
れ
て
お
り
、「
契
沖
の
『
和
字
正
濫
鈔
』
に
お
け
る
不
備
を
補
足
し
た
」
こ
と
を
指
摘
す
る
。
な
お
、『
古
言
梯
』
を
辞
書
で
な
く
用
例
集
と
す
る
意
見
も
あ
る
が
、『
古
言
梯
』
に
先
行
し
て
『
蜆
縮
凉
鼓
集
』（
元
禄
八
年
刊
）
や
『
冠
辞
考
』（
宝
暦
七
年
刊
）
な
ど
の
例
が
あ
る
よ
う
に
、
用
例
『
古
言
梯
』
の
受
容
と
展
開
（
兒
島
）
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集
が
辞
書
体
を
採
用
す
る
の
は
必
然
で
あ
る
。
そ
の
よ
う
な
意
味
に
お
い
て
、
用
例
集
も
辞
書
で
あ
る
か
ら
、『
古
言
梯
』
の
組
織
は
辞
書
史
上
で
注
意
す
る
に
足
る
も
の
と
い
え
る
。
（
3
）
拙
稿
（
二
〇
一
八
）
参
照
。
（
4
）
常
典
の
学
統
に
つ
い
て
は
、
大
川
茂
雄
・
南
茂
樹
共
編
（
一
九
〇
四
）
に
「
江
戸
人
、
村
田
春
海
門
、
一
作
二
濱
臣
一
」（
七
七
九
頁
）
と
あ
り
、
関
書
院
編
輯
部
（
一
九
三
二
）
に
「
村
田
春
海
の
門
」（
一
九
八
頁
）
と
あ
っ
て
、
い
ず
れ
も
春
海
門
下
で
あ
る
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
そ
も
そ
も
春
海
は
文
化
八
（
一
八
一
一
）
年
に
没
し
て
お
り
、
そ
の
当
時
の
常
典
は
三
歳
で
あ
る
か
ら
、
師
弟
関
係
が
成
り
立
た
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
常
典
は
春
海
の
弟
子
の
浜
臣
門
下
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
春
海
の
孫
弟
子
と
い
う
の
が
正
確
で
あ
ろ
う
。
な
お
、
國
學
院
大
學
日
本
文
化
研
究
所
編
（
一
九
九
一
）
に
は
、「
村
田
春
門
」「
本
間
遊
清
」「
海
野
遊
翁
」
の
名
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
（
5
）
福
島
邦
道
（
一
九
九
〇
）
参
照
。
ち
な
み
に
、「
典
」
を
「
ス
ケ
」
と
読
む
例
と
し
て
は
、「
典
書
」
を
「
ふ
ん
の
す
け
」
と
呼
び
、「
典
侍
」
を
「
な
い
し
の
す
け
」
と
呼
ぶ
な
ど
が
あ
る
。
（
6
）
岡
田
希
雄
（
一
九
三
七
ａ
）
は
「
こ
れ
を
亀
田
氏
の
国
語
学
書
目
解
題
は
「
弘
化
三
年
」
刊
と
云
つ
て
居
る
が
或
ひ
は
誤
り
で
は
あ
る
ま
い
か
」（
三
二
頁
）
と
述
べ
る
。「
亀
田
氏
の
国
語
学
書
目
解
題
」
と
は
、
亀
田
次
郎
（
一
九
三
三
）
の
こ
と
で
あ
る
。
馬
渕
和
夫
・
出
雲
朝
子
（
一
九
九
九
）
も
〈
常
典
本
〉
の
刊
行
年
を
「
弘
化
三
年
」
と
し
て
い
る
。
こ
の
「
弘
化
三
年
」
に
つ
い
て
は
、
本
文
の
末
尾
の
頭
注
に
「
弘
化
三
年
丙
午
春
／
山
田
常
典
」
と
あ
る
の
で
、〈
常
典
本
〉
の
成
立
年
と
考
え
ら
れ
る
。
（
7
）
木
枝
増
一
（
一
九
三
三
）
は
「
増
補
標
註
古
言
梯
」
と
呼
ん
で
お
り
、
こ
れ
は
今
野
真
二
（
二
〇
一
六
ａ
）
も
使
用
し
て
い
る
。
し
か
し
、
底
本
は
〈
再
考
本
〉
で
あ
り
、『
増
補
古
言
梯
標
註
』
と
の
差
別
化
を
図
る
な
ら
ば
、「
増
補
標
註
古
言
梯
」
よ
り
も
『
古
言
梯
再
考
増
補
標
註
』
と
呼
ぶ
の
が
適
当
で
あ
ろ
う
。
（
8
）
五
十
音
図
に
お
け
る
「
お
」
と
「
を
」
の
位
置
に
つ
い
て
は
、
五
十
音
図
の
頭
注
に
「
原
本
古
言
梯
は
お
／
を
の
所
属
を
誤
れ
／
り
今
こ
れ
を
あ
ら
た
む
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
知
り
得
る
が
、
林
義
雄
（
一
九
七
九
ｂ
）
は
「
版
本
で
は
、
藤
重
匹
竜
が
文
化
五
年
（
一
八
〇
八
）
に
刊
行
し
た
、
縮
刷
本
の
『
掌
中
古
言
梯
』
に
お
い
て
は
じ
め
て
改
め
ら
れ
た
」（
一
八
八
頁
）
と
指
摘
し
て
い
る
。
実
際
に
『
掌
中
古
言
梯
』
の
五
十
音
図
を
確
認
す
る
と
、「
お
」
が
ア
行
に
「
を
」
が
ワ
行
に
配
置
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、『
古
言
梯
』
に
お
け
る
五
十
音
図
の
修
正
は
〈
常
典
本
〉
が
最
初
で
は
な
い
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
、『
掌
中
古
言
梯
』
よ
り
も
〈
常
典
本
〉
が
流
布
し
た
点
を
考
慮
す
れ
ば
、
〈
常
典
本
〉
が
貢
献
し
た
こ
と
に
な
る
。
（
9
）
林
義
雄
（
一
九
七
九
ｂ
）
に
よ
る
と
、「
宝
暦
十
三
年
の
春
に
、
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田
安
家
の
命
を
受
け
た
真
淵
が
、
村
田
春
郷
・
春
海
兄
弟
を
具
し
て
、
山
城
・
大
和
・
伊
勢
地
方
を
巡
遊
し
た
際
に
、
京
都
寺
町
五
条
の
書
肆
天
王
寺
屋
に
お
い
て
新
撰
字
鏡
の
写
本
を
発
見
し
、
春
海
に
購
入
さ
せ
て
以
来
の
こ
と
で
あ
る
」（
一
八
五
頁
）
と
い
う
。
（
10
）
田
中
康
二
（
二
〇
〇
〇
）
に
よ
る
と
、
春
海
が
『
古
言
梯
』
を
高
く
評
価
す
る
の
は
、「
縣
門
の
先
輩
が
執
筆
し
た
書
物
で
あ
り
、
契
沖
の
実
証
的
方
法
を
受
け
継
ぐ
客
観
的
な
手
続
き
を
踏
ま
え
て
い
る
」（
三
四
五
頁
）
こ
と
、「
こ
の
書
物
が
『
新
撰
字
鏡
』
を
有
力
な
証
例
と
し
て
い
る
」（
三
四
六
頁
）
こ
と
で
あ
る
と
い
う
。
そ
し
て
、
「
契
沖
や
魚
彦
か
ら
そ
の
精
神
を
受
け
継
ぎ
、
仮
名
遣
い
確
定
法
を
理
論
化
し
た
」（
三
五
八
頁
）
こ
と
で
、「
春
海
は
先
達
か
ら
受
け
た
バ
ト
ン
を
確
か
に
後
進
に
渡
し
た
の
で
あ
る
」（
三
五
九
頁
）
と
指
摘
す
る
。
（
11
）
た
だ
し
、
次
の
十
九
語
は
、
春
海
の
説
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
「
春
云
」
が
な
い
。
「
あ
じ
ろ
」（
一
ウ
）「
あ
わ
て
」（
二
オ
）「
あ
つ
か
ひ
」（
三
ウ
）
「
う
ゑ
」（
十
ウ
）「
し
わ
」（
三
十
二
オ
）「
し
は
す
」（
三
十
二
ウ
）
「
す
ま
ひ
」（
三
十
三
ウ
）「
そ
」（
三
十
四
ウ
）「
そ
な
ふ
」（
三
十
五
オ
）「
た
づ
き
」（
三
十
六
オ
）「
つ
」（
三
十
八
ウ
）「
と
も
ゑ
」
（
四
十
一
オ
）「
は
ひ
」（
四
十
六
オ
）「
ま
」（
五
十
一
ウ
）「
ま
じ
な
ひ
」（
五
十
二
ウ
）「
み
そ
ぢ
」（
五
十
四
オ
）「
ゆ
く
へ
」（
五
十
八
ウ
）「
よ
ぢ
」（
五
十
九
ウ
）「
を
そ
」（
六
十
四
オ
）
（
12
）
こ
れ
ら
の
う
ち
「
お
む
な
か
づ
ら
」（
十
九
オ
）
に
つ
い
て
は
、
〔
本
文
〕
草
也
。
和
於
無
奈
加
豆
良
芎
藭
〔
頭
注
〕
春
云
、
嫗
蔓
な
ら
ん
と
云
は
よ
し
。
さ
る
を
お
よ
な
の
条
の
説
と
た
が
へ
る
は
何
事
ぞ
や
。
と
あ
る
。
広
い
意
味
で
捉
え
る
と
、
こ
れ
も
補
足
に
分
類
で
き
よ
う
。
と
い
う
の
も
、
実
際
に
「
お
よ
な
」（
十
四
ウ
）
を
確
認
す
る
と
、
〔
本
文
〕
老
女
也
。
万
意
余
斯
オ
ヨ
シ
は
老
し
て
ふ
言
也
。
し
か
れ
ば
老
女
は
お
よ
な
と
云
べ
し
。
和
嫗
を
於
無
奈
オ
ム
ナ
、
無
は
與
の
誤
か
。
〔
頭
注
〕
春
云
、
老
と
於
与
と
云
こ
と
は
あ
れ
ど
於
与
奈
と
云
事
は
な
し
。
嫗
を
続
紀
に
音
那
と
も
有
。
又
古
き
物
語
に
老
女
の
こ
と
を
於
無
奈
と
い
へ
る
こ
と
多
し
。
和
名
抄
の
無
を
與
の
誤
に
し
て
於
與
奈
也
と
云
は
跡
か
た
も
な
き
強
言
也
。
と
あ
り
、
本
文
の
「
無
は
與
の
誤
か
」
に
対
し
て
「
跡
か
た
も
な
き
強
言
也
」
と
断
じ
て
い
る
こ
と
か
ら
、「
お
よ
な
」
は
訂
正
に
分
類
で
き
、「
お
む
な
か
づ
ら
」
の
注
は
「
お
よ
な
」
の
補
助
的
説
明
で
あ
る
と
い
え
る
か
ら
で
あ
る
。
（
13
）
本
文
を
見
る
と
、「
え
し
も
の
」（
十
三
ウ
）
と
い
う
語
に
、
常
陸
風
土
記
荒
賊
俗
阿ア
良ラ
夫フ
流ル
要
斯
母
乃
賊
与
云
、
『
古
言
梯
』
の
受
容
と
展
開
（
兒
島
）
―73―
物
語
書
に
、
え
せ
ご
と
、
え
せ
も
の
、
え
せ
わ
ざ
、
な
ど
い
ふ
。
え
せ
は
、
此
え
し
に
お
な
じ
。
と
あ
る
の
で
、正
確
に
は
全
部
で
十
六
条
あ
る
。岡
田
希
雄
(一
九
三
七
ａ
）
の
指
摘
は
、
あ
く
ま
で
頭
注
に
限
定
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
に
は
注
意
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
（
14
）
た
だ
し
、「
う
ま
は
す
」（
十
一
ウ
）
と
い
う
語
に
つ
い
て
は
、
与
云
、
以
部
の
標
注
に
い
へ
る
如
く
に
て
う
ま
は
す
は
利
を
得
る
事
を
い
へ
る
語
也
。
と
あ
る
よ
う
に
、
何
か
し
ら
の
出
典
を
伴
っ
て
い
な
い
。
し
か
し
、
与
清
の
指
摘
す
る
と
お
り
に
「
以
部
の
標
注
」
を
見
る
と
、「
い
ら
す
」（
五
ウ
）
に
つ
い
て
の
注
に
、
与
云
、
靈
異
記
に
作
リレ
酒
ヲ
息イラシ
利
ウ
マ
ハ
ス
と
見
ゆ
。
作
酒
を
業
と
し
て
其
利
を
得
て
活
計
ヨ
ワ
タ
リ
と
す
る
を
云
也
。
さ
て
イ
ラ
シ
は
い
ら
ふ
に
同
じ
く
其
利
に
安
ん
ず
る
よ
し
也
。
と
あ
る
の
で
、
広
義
に
解
釈
す
れ
ば
「
う
ま
は
す
」
の
注
も
ま
た
、
出
典
を
伴
っ
て
い
る
こ
と
に
な
ろ
う
。
（
15
）『
松
屋
筆
記
』
の
「
例
言
」
に
「
此
筆
記
は
、
廣
く
群
籍
を
渉
猟
し
、
適
意
の
箇
所
を
抜
萃
し
、
考
を
加
へ
、
案
を
施
し
、
多
く
の
例
證
を
挙
げ
て
説
明
し
、
其
引
用
す
る
と
こ
ろ
の
各
原
書
に
は
、
巻
数
丁
数
を
附
し
て
出
所
を
明
に
し
、
孫
引
の
如
き
は
極
め
て
少
し
」（
小
山
田
与
清
著
・
市
島
謙
吉
編
〈
一
九
〇
八
〉
二
頁
）
と
あ
る
。
こ
の
「
例
言
」
は
与
清
自
身
に
よ
る
も
の
で
は
な
い
が
、
孫
引
を
避
け
て
引
用
す
る
書
籍
そ
の
も
の
に
あ
た
る
と
い
う
与
清
の
姿
勢
は
、
後
世
の
人
か
ら
も
指
摘
さ
れ
る
ほ
ど
の
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
が
、
こ
の
記
述
か
ら
窺
え
る
。
ま
た
、
孫
引
に
関
し
て
は
与
清
自
身
も
『
擁
書
漫
筆
』
に
、
書
肆
が
い
ら
で
け
る
に
、
一
則
書
は
つ
れ
ば
筆
耕
人
に
う
ば
ひ
さ
ら
れ
て
、
そ
が
中
ひ
が
こ
と
し
つ
と
お
ぼ
し
き
は
書
な
ほ
し
て
ん
と
、
わ
ら
は
を
は
し
ら
せ
と
は
す
れ
ば
、
は
や
ゆ
く
へ
も
し
ら
ぬ
か
た
の
剞
劂
氏
が
家
に
も
て
さ
り
ぬ
な
ど
い
ら
へ
て
、
く
ゆ
れ
ど
も
お
ふ
べ
か
ら
ぬ
こ
と
お
ほ
か
れ
ば
、
ふ
た
た
び
う
が
へ
た
だ
す
に
た
よ
り
な
し
。
さ
れ
ば
引
も
ら
し
の
説
は
さ
ら
に
も
い
は
ず
、
引
お
く
れ
の
説
だ
に
は
か
り
が
た
し
。
た
だ
孫
引
の
ひ
と
ふ
し
も
な
き
の
み
ぞ
、
お
の
れ
が
ま
ご
こ
ろ
を
あ
か
す
に
は
あ
り
け
る
。
と
記
し
て
い
る
（
本
稿
は
『
日
本
随
筆
大
成
』〈
第
一
期
十
二
巻
、
四
六
四
頁
〉
を
使
用
、
傍
線
部
は
引
用
者
に
よ
る
）。
（
16
）
岡
田
希
雄
（
一
九
三
七
ａ
）
は
「
僅
か
十
二
条
程
し
か
見
え
な
い
」
（
三
〇
頁
）
と
述
べ
る
が
、
こ
れ
は
「
附
言
」（
六
オ
）
に
あ
る
「
典
云
、
此
標
註
の
説
い
か
ゞ
に
や
。
し
か
唱
る
と
云
も
、
誤
に
は
あ
る
べ
か
ら
ず
。
猶
、
以
部
の
頭
に
云
」
を
含
め
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
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【
使
用
テ
ク
ス
ト
】
⿎
山
田
常
典
『
増
補
古
言
梯
標
註
』（
弘
化
四
年
四
月
）
※
変
体
仮
名
は
全
て
普
通
仮
名
に
改
め
て
表
記
し
、
適
宜
に
お
い
て
句
読
点
を
付
し
た
。
【
参
考
文
献
】
⿎
赤
堀
又
次
郎
（
一
九
〇
二
）『
国
語
学
書
目
解
題
』
吉
川
半
七
⿎
伊
藤
慎
吾
（
一
九
二
八
）『
近
世
国
語
学
史
』
立
川
文
明
堂
⿎
内
田
宗
一
（
二
〇
〇
六
）「『
古
言
梯
』
の
仮
名
字
体
―
訓
仮
名
出
自
字
体
の
忌
避
を
め
ぐ
っ
て
―
」『
国
語
文
字
史
の
研
究
』
九
、
和
泉
書
院
⿎
内
田
宗
一
（
二
〇
一
〇
）「
賀
茂
真
淵
著
作
に
お
け
る
仮
名
字
体
使
用
に
関
す
る
考
察
―
訓
仮
名
出
自
字
体
の
忌
避
を
め
ぐ
っ
て
―
」
『
語
文
』
第
九
二
・
九
三
号
、
大
阪
大
学
⿎
馬
渕
和
夫
・
出
雲
朝
子
（
一
九
九
九
）『
国
語
学
史
―
日
本
人
の
言
語
研
究
の
歴
史
―
』
笠
間
書
院
⿎
大
川
茂
雄
・
南
茂
樹
共
編
（
一
九
〇
四
）『
国
学
者
伝
記
集
成
』
大
日
本
図
書
⿎
岡
田
希
雄
（
一
九
三
七
ａ
）「
古
言
梯
版
種
攷
・
上
」『
立
命
館
文
學
』
第
四
巻
七
號
⿎
岡
田
希
雄
（
一
九
三
七
ｂ
）「
古
言
梯
版
種
攷
・
下
」『
立
命
館
文
學
』
第
四
巻
八
號
⿎
岡
田
希
雄
（
一
九
四
二
）「
古
言
梯
の
開
版
期
に
就
い
て
」『
國
語
國
文
』
第
十
二
巻
四
號
⿎
小
山
田
与
清
著
・
市
島
謙
吉
編
（
一
九
〇
八
）『
松
屋
筆
記
』
国
書
刊
行
会
⿎
亀
田
次
郎
（
一
九
三
三
）「
國
語
學
書
目
解
題
」『
國
語
科
學
講
座
』
第
三
、
明
治
書
院
⿎
関
書
院
編
輯
部
（
一
九
三
二
）『
国
学
者
著
述
一
覧
』
関
書
院
⿎
木
枝
増
一
（
一
九
三
三
）『
仮
名
遣
研
究
史
』
賛
精
社
⿎
國
學
院
大
學
日
本
文
化
研
究
所
編
（
一
九
九
一
）『
和
学
者
総
覧
』
汲
古
書
院
⿎
兒
島
靖
倫
（
二
〇
一
八
）「『
言
海
』
の
「
も
ち
ゐ
る
」
―
大
槻
文
彦
と
近
世
国
学
に
つ
い
て
―
」『
皇
學
館
論
叢
』
第
五
十
一
巻
五
号
⿎
今
野
真
二
（
二
〇
一
六
ａ
）『
仮
名
遣
書
論
攷
』
和
泉
書
院
⿎
今
野
真
二
（
二
〇
一
六
ｂ
）「
仮
名
遣
書
の
系
譜
」『
国
文
学
研
究
』
第
一
七
八
号
⿎
今
野
真
二
（
二
〇
一
六
ｃ
）「『
古
言
梯
』
の
「
精
神
」
『
言
語
教
育
研
究
』
第
八
号
⿎
白
石
良
夫
（
二
〇
〇
八
）『
か
な
づ
か
い
入
門
』
平
凡
社
新
書
⿎
田
中
康
二
（
二
〇
〇
〇
）『
村
田
春
海
の
研
究
』
汲
古
書
院
⿎
永
山
勇
（
一
九
六
七
ａ
）「
契
冲
か
ら
春
満
・
真
淵
へ
―
新
・
仮
名
『
古
言
梯
』
の
受
容
と
展
開
（
兒
島
）
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遣
観
の
黎
明
―
」『
山
形
大
学
紀
要
』
第
六
巻
二
号
⿎
永
山
勇
（
一
九
六
七
ｂ
）「
定
家
仮
名
遣
か
ら
古
典
的
仮
名
遣
へ
―
宣
長
の
場
合
―
」『
文
学
・
語
学
』
第
四
四
号
、
三
省
堂
⿎
林
義
雄
（
一
九
七
九
ａ
）「
古
言
梯
の
成
立
と
開
版
を
め
ぐ
っ
て
」
『
中
田
祝
夫
博
士
功
績
記
念
・
国
語
学
論
集
』
勉
誠
社
⿎
林
義
雄
（
一
九
七
九
ｂ
）「
解
説
」『
古
言
梯
』
勉
誠
社
文
庫
⿎
林
義
雄
（
一
九
八
一
）「『
古
言
梯
』
仮
名
遣
の
実
践
作
品
と
し
て
の
『
久
迩
万
藝
』
に
つ
い
て
―
解
説
と
飜
刻
―
」『
専
修
国
文
』
第
二
八
号
⿎
林
義
雄
（
一
九
八
五
）「
古
言
梯
」
再
考
期
攷
・
上
」『
専
修
国
文
』
第
三
六
号
⿎
林
義
雄
（
一
九
八
六
）「
古
言
梯
」
再
考
期
攷
・
下
」『
専
修
国
文
』
第
三
八
号
⿎
林
義
雄
（
一
九
八
七
）「
古
言
梯
」
再
考
本
の
版
種
小
攷
―
巻
頭
五
十
音
図
の
板
面
に
生
じ
た
変
容
を
め
ぐ
っ
て
―
」『
専
修
国
文
』
第
四
〇
号
⿎
林
義
雄
（
一
九
八
九
）「
古
言
梯
」
掲
出
語
索
引
稿
」『
専
修
国
文
』
第
四
四
号
⿎
福
島
邦
道
（
一
九
九
〇
）「
古
言
梯
」
版
種
追
尋
」『
実
践
国
文
学
』
第
三
七
号
⿎
三
澤
成
博
（
一
九
八
一
）「
古
言
梯
の
版
種
続
貂
」『
語
文
』
第
五
一
号
、
日
本
大
学
⿎
山
田
孝
雄
（
一
九
二
九
）『
假
名
遣
の
歴
史
』
宝
文
館
〔
付
記
〕
本
稿
は
、
令
和
元
年
度
国
文
学
会
研
究
発
表
会
（
於
皇
學
館
大
学
、
令
和
元
年
十
月
二
十
六
日
）
に
て
「『
古
言
梯
』
の
受
容
と
展
開
―
山
田
常
典
『
増
補
古
言
梯
標
註
』
に
つ
い
て
―
」
の
内
容
を
基
と
し
て
、
若
干
の
加
筆
修
正
を
施
し
た
も
の
で
あ
る
。
席
上
お
よ
び
発
表
前
後
に
お
い
て
、
数
多
の
方
々
よ
り
有
益
な
御
教
示
・
御
指
摘
を
賜
っ
た
。
こ
こ
に
深
く
謝
意
を
表
し
ま
す
。
〈
こ
じ
ま
や
す
の
り
・
皇
學
館
大
学
大
学
院
博
士
後
期
課
程
二
年
〉
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